
短報

生命維持装置を装着した患者の転院搬送における

地域連携部の役割について

奥川満彦 1)¥ 奥崎幸子 1)、麻里美紀 1)、小島万央佳 1)、甲田久美子 1)

要旨地域連携部は、県内外合わせて年間 4，000件余りの病病連携、病診連携窓口となっており、そ

のうちドクターへりや高規格救急車での転院搬送は80件となっている。今回、生命維持装置など多

くの機器を装備してヘリ搬送となった事例を報告した。本例では、連携部が調整役となり搬送時を想

定してのシミュレーションや情報共有をしたことがスムーズな転院搬送につながったと考えられた。

キーワード:生命維持装置転院搬送地域連携

NOTE 

Role of Regional Alliances Section to Complete Transportation of Patient 

Assisted with Life Supporting System to Destination Hospital 

Mitsuhiko OKUGAWA1)t Sachiko OKUZAKI1)t M也iASARI1)t

Maoka KOJIMA1¥ Kumiko KOUDA1) 

Abstract: Regional alliances section introduces and receives patients reciprocally among medical 

institutions inside/outside Aomori prefecture. The number reaches around 4tOOO per year， which 

includes 80 transported by doctor helicopter or ambulance of high standard. We herein reported a 

patient who was successfully transported to the destination hospital by using the doctor helicopter 

assisted with life suppo此ingsystem. In this case， it was critical for safely co血pletingthe 

transportation that our section acted as a center of interinstitutional collaborationt carried out the 

detailed si血ulationbefore the actu凶transpo此ation，and shared the important information among 

the related institutions and staffs. 
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はじめに

地域連携部では、医療機関の機能分化の推進

と共に「病病J(病院と病院)連携、「病診J(病

院と診療所)連携が年々増加しており、青森県内

のみならず県外からの連携も含め、年間約400

0件の連携数となっている(図1)。

中でも、救急医療用ヘリコプター(ドクター

ヘリ)や高規格救急車および当院所有の救急車に

よる転院搬送は年間約80件となっており(図

2)、救急患者の搬送時は連携室内も緊迫する。
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図1.医療車携件数

(平成20年度~平成26年度)

患者概要

男性 (55歳)心筋梗塞、急性心膜炎でICU

入室中であり、 h由官a町ticball∞III pump (IABP)、
P四四回n回 IUS0田rlioPt.出nonaySuppo此 (PCPS)

などの生命維持装置そ輸液ポンプなどを装着した

状態で、専門的加療のために弘前大学医学部附属

病院へのヘリ搬送予定となった。

実施箇晶

平成27年5月18日循環器内科部長より患者

概要説明と共にヘリ搬送についての連絡があった。

地域連携部では臨床工学科及び消防本部に、

ヘリ蹴差の可否について相談をした。その内容は

搭較資耕オの大きさ、防災ヘリの機内電源と灘器

材の消費電力及びバッテリーの有無、ヘリ搬送時

の振動と気圧変化への耐性、機内での除細動器使

用の可否などであり、詳細な項目の確認は電話だ

けで、は困難で、あった。

緊急を要する循環器疾患、脳神経外科疾患、

周産期医療など専門医療を要する場合は、高次医

療機関である弘前大学医学部附属病院、青森県立

中期丙院への搬送となる。蹴差に際しては、診療

f静蹴供書、検査デー夕、カルテ作成のための医
療保険儒Rなどの情報提供を行っている。
今回我々は、生命維持装置など多数の医療機

器と共にヘリ搬送予定との連絡を受け、搬送実施

に至るまで地j痴皇携部が連絡調整の責務を担い、

患者の箇晶にっし、て報告した。
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そこで、同5月19日lCUにて、医師、臨床

工学技士、下北消防本部警防課スタップ立会いの

下で詳細な打合せを実施し、加えて搬送時の同行

者、タイムスケジュール、医療機器取扱いの注意

点などについて確認を行った。消防本部では前日

の連絡を踏まえ、多くの機器を収容する車内スペ

ースを確保するために、モニター類が装備されて

いる高規格車ではない救急車を利用し、 IABP予

備機を用いて収容方法のシミュレーションを実施

した。打合せ終了後には各担当者間の情報共有の

ため、スケジュール表を作成し院内関係者〈高師

した。

同5月20日 搬送当日は快晴であり、予定

通り弘前大学医学部附属病院へ診療情報等をFA

X送信、消防本部への搬送要請をするとともに、

転開鍛送時もヘリ離着陸場で、あるむつ運動公固ま

で、同行し介助を行った。患者は弘前大学医学部附

属病院の IαJに収容されるまでの約2時間45

分、容態変化も特に認めず無事搬送、転院された。
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考察

当院において今回の事例のような患者搬送は前

例が無かったが、小児クベースを搭載しての防災

ヘリ搬送や、実施には至らなかったが呼吸器装着

での搬送を検討した経験が、下北消防本部から青

森県防災航空グル}プとの詳細なやりとりを可能

にしたと恩われる。また、搬送2目前に連携室へ

連絡があったことによって、病院内スタップと下

北消防本部人青森県防災航空グループと事前確認

柑銭締のシミュレ}ションを行うことができた。

今回の搬送事例を経験したことで、緊急搬送に

必要材育報、治会すべきポイントの再確認を行う

ことができた。転院搬送の情報を事前に医師持病

棟看護富市から連携朝日へ選摘があったことが、スム

ーズかっ短時間での搬送につながるために重姿で

あることが潟惑された。

まとめ

蹴恵携部は院内多璃糟特掛関係者とのタイ

ムリーな連絡調整を行い、その関係者との情報共

有を司る役割を担う葡曙である。今後は、下北地

域の中核病院としてのむつ総合病院が高次医療機

関への擁措などをよりタイムリ}カャつスムーズに

実施できるよう、関係者との連携を日常的に深め

ていくことを目指していきたい。

本論分の要旨は、平成27年度下北救急医療研究

発表会紐8.10.22)において発表した。
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